
１ 保健師･栄養士活動に必要な各種研究会・研修会に参加した。

２ 各種保健予防事業を遂行するにあたり、乙訓二市一町及び(社)乙訓医師会、乙訓保健所等で構成する各

種会議を行った。

乙訓二市一町と（社）乙訓医師会保健･医療･福祉(介護)協議会 ４回

乙訓保健予防行政事務協議会 11回

乙訓保健事業運営委員会 26回

１ 乙訓休日応急診療所利用状況 （単位：人）

２ 在宅外科当番医制事業利用状況 （単位：人）

３ 病院群輪番制病院運営事業利用状況 （単位：人）

54 475 562148 97 170 6

214 3,555 4,097

そ の 他 38 14 14 8 13 87

914 513 1,876 38

6 87 88

京 都 市 292 78 75 19 78 542

16 16 48 1

79 680 721

大山崎町 0 1 0 0 0 1

109 89 401 2

31 441 471

長岡京市 15 1 18 0 7 41

56 62 291 16 1 3 30
乙

訓

向 日 市 16 4

外 来
合 計

総 計
内 科外 科小児科脳外科その他 内 科 外 科 小児科

実施医療機関実数：26施設(診療所21、病院5）

実施医療機関延べ数：71施設(診療所22、病院49）

居住地区分
入 院 入 院

合 計

外 来

脳外科その他

0

１ 日
平 均

5.7 0.7 0.6 3 1.4 0.7 3.5 0.6

大山崎町

患者数 407 53 42 214 98 119 248 40

16歳～
64歳

65歳
以上

向日市 長岡京市

7.2 16.1 4.1

診療
日数

(70日)

外科受
診者数

年 齢 別 内 訳 住 所 別 内 訳

二次後送
の 人 数０歳～

６歳
７歳～
15歳

0.3 15.5 23.7 48.9

290 645 164

構成比
（％）

100.0 53.1 18.4 28.5 61.6 22.6

12 624 950 1,963

そ の 他
69日

患者数
（人）

4,012 2,131

０～
５歳

737 1,144 2,470 906

４衛生費 １保健衛生費 １保健衛生総務費

② 保健衛生事務費（健康推進課）

③ 地域医療対策費（健康推進課）

消化器循環器その他 向 日 市 長岡京市大山崎町京 都 市

乙訓休日応急診療所運営事業・在宅外科当番医制事業及び病院群輪番制病院運営事業により、休日及び救

急時の医療を確保し、市民が安心できる医療体制の整備を図った。

診療
日数 合 計

年齢別内訳 病 類 別 内 訳 居 住 地 別 内 訳

６～
15歳

16歳
以上

呼吸器
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市内７会場において、献血運動を行った。

回 人 人 人 人

回 回 回 回

人 人 人 人 人

予防接種事業

１ 集団接種

２ 個別接種

延べ 人 人 ％

1

－ －

－ 3 －

46.8
60～64歳以上で身障内部疾患１級相当の人

※ 日本脳炎予防接種は、積極的勧奨を差し控え、接種希望者にのみ接種を行った。

インフルエンザ
65歳以上の人

10,558 4,942

日本脳炎第１期 ３歳～７歳半未満 14

日本脳炎第２期 ９歳～13歳未満

96.9風しん
単抗原

麻しん風しん
第１期

平成17年４月１日生～平成18年３月31日生 562

麻しん風しん
第２期

平成13年４月２日生～平成14年４月１日生 565
547

565

574 100.0

２ 期 平成７年４月２日生～平成８年４月１日生 500 291 58.2

574

100.5

接 種 率

三
種
混
合

１期初回 平成18年11月１日生～平成19年10月31日生 1,722 1,772 102.9

１期追加 平成17年12月１日生～平成18年11月30日生

種 類 対 象 者 対象者数 接種者数

接 種 率

急 性 灰 白 髄 炎
（ ポ リ オ ）

平成17年11月１日～
平成19年4月30日生

1,153 人 1,141 人 99.0 ％

種 別 対 象 通 知 者 数 実施実人数

４衛生費 １保健衛生費 ２予防費

① 予防接種費（子育て支援課）

予防接種法に基づく定期予防接種（ジフテリア・百日せき・破傷風・急性灰白髄炎・麻しん・風しん・

日本脳炎）を実施した。

回 9 回回 12 回 58
会議・研修会
等の開催回数

5 回 9

11

延べ参加者数 4,417 7,523 1,560 631 52

事業開催回数 85 305 57

また、献血会場において、栄養相談を行った。 延べ相談者数：18人

⑤ 保健センター等管理運営費（健康推進課）

保健センター（昭和58年度開設）の運営に伴う維持管理に要する経費を執行した。保健センターは、平成

14年10月から子育てセンター「すこやか」と家庭児童相談室、さらに平成15年度からファミリーサポートセ

ンターが併設され、健康推進課・子育て支援課母子保健係の５部門が共用する多機能施設となっている。

成人保健関係 母子保健関係 子育てセンター
ファミリー
サポート
センター

家庭児童相談室

400ml 献 血

18 496 389 5 384

実 施 回 数 来 所 者 数 採 血 者 数 200ml 献 血

④ 献血推進対策費（健康推進課）
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結核予防対策事業

１ 定期接種

任意BCG接種助成事業

３ 胸部エックス線検査

結核検査（間接撮影）

※（ ）内は肺がん検診の結果、肺がん疑いで要精検となった人数

１ 健（検）診事業

(1) 基本健康診査

ア 検査項目

イ 受診状況

集団方式

人 人 人 人

人人 0 人 6人 0 人 2人 11(5) 人 4９月 20 回 551

精 検 結 果
未 受 診 医療機関紹介

異常なし 結 核 要 観 察
実 施 月 実施回数 受診者数 要精検者数

２

平成19年度から、基礎疾患を有するために生後６か月までにBCG接種をできなかった乳児が、生後６か

月から満１歳未満の間に任意のBCG接種を受けた場合の費用助成を行った。 助成人数 １人

580 人 583 人ＢＣＧ
平成18年11月16日～
平成19年11月17日生

23 回

平成19年４月に結核予防法が廃止されたことに伴い、予防接種法に基づき、定期予防接種として、生後

６か月までの乳児を対象にBCG予防接種を実施した（乳児前期健診と同時実施）。

また、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律に基づき、65歳以上の市民を対象に定

期健康診断として胸部エックス線検査を肺がん検診と同時に市内９会場（10日間）で実施し、保健師・看

護師による血圧測定もあわせて実施した。

種 別 対 象 回 数 対象者数 接種者数 接 種 率

100.5 ％

② 結核予防費（子育て支援課）

(53.1%)(41.3%)

要 医 療

1,071 60 442 569

異常所見なし 要 指 導受 診 者 数

① 成人保健事業費（健康推進課）

集団方式は、30歳以上の市民を対象に、保健センターで10日間実施した。また、個別方式は、40歳以

上の市民を対象に、９月～２月の６か月間、委託医療機関において実施した。

問診、身体測定（BMI）、理学的検査、血圧測定、検尿（蛋白・糖・ウロビリノーゲン・潜血）、血

液検査（赤血球数・血色素量・ヘマトクリット値・ＧＯＴ・ＧＰＴ・γ-ＧＴＰ・ＡＬＰ・ＬＤＨ・総

蛋白・総コレステロール・ＬＤＬコレステロール・中性脂肪・ＨＤＬコレステロール・アミラーゼ・

尿酸・クレアチニン・血糖)、心電図検査、また、選択項目として、平成８年度からヘモグロビンＡ1C

検査を実施した。65歳以上の受診者には、介護予防のための生活機能評価も同時に実施した。

(100.0%) (5.6%)

４衛生費 １保健衛生費 ３成人保健費
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個別方式

人 人 人 人

※ 訪問健康診査１人を含む。

人 人 人

人 人 人

ウ 健診結果説明会

人 人 ％

(2) 肝炎ウイルス検診

ア 集団方式

人 人 人 ％ 人 ％ 人

人 人 人 人 人 人 人

イ 個別方式

人 人 人 ％ 人 ％ 人

人 人 人 人 人 人 人

生活機能評価

36

1,126

245

4,248

受 診 者 数 生活機能低下あり

0 0 0 0Ｂ 型 0 1 1

0 0 0 0Ｃ 型 0 1 0

精 検 結 果

異常なし

肝 炎

肝硬変 肝がん その他 不明無症候性
キャリア

慢性肝炎

1

Ｂ 型 226 224 2 0.9 2 100.0 0

精検受診者 精検受診率 未受診

Ｃ 型 227 225 2 0.9 1 50.0

受診者数 異常なし 要精検者数 要精検率

0 0 0 0Ｂ 型 0 1 1

0 0 0 0Ｃ 型 0 0 0

精 検 結 果

異常なし

肝 炎

肝硬変 肝がん その他 不明無症候性
キャリア

慢性肝炎

0

Ｂ 型 154 151 3 1.9 2 66.7 1

精検受診者 精検受診率 未受診

Ｃ 型 154 154 0 0.0 0 100.0

受診者数 異常なし 要精検者数 要精検率

1,071 174 16.2

国のＣ型肝炎緊急総合対策事業として、基本健康診査にあわせて実施した。

医師・保健師・栄養士による結果説明及び相談・血圧測定を４日間実施した。

対 象 者 数 来 所 者 数 来 所 率

5,311

(100.0%) (3.3%) (20.7%) (76.0%)

6,985 231 1,443

受 診 者 数 異常所見なし 要 指 導 要 医 療

生活機能低下なし

集団方式

個別方式

209

3,122
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(3) 胃がん検診

40歳以上の市民を対象に、保健センターにおいて10日間実施した。

人 人 人 ％ 人 人 人 人

(4) 子宮がん検診

ア 子宮頚がん検診

人 人 人 ％ 人 人 人 人 人

イ 子宮体がん検診

人 人 人 人 ％ 人 人 人 人 人

(5) 乳がん検診

精 検 結 果

人 人 人 % 人 人 人 人 人 人 人 人

(6) 肺がん検診

40歳以上の市民を対象に、結核検診と同時に市内9会場（10日間）で実施した。

0 人

必要者には、喀痰細胞診検査も行った。

57人 55人

対象者数 受検者数

精 検 結 果
精検

未受診異常なし 肺がん
肺がん
の疑い

経 過
観 察

他 病 不 明
受診者数 異常なし

要精検者
数

要精検率

7 31 4 140 5 0 4622 530 92 14.8

のう胞症 乳腺症
その他

の疾患
異常なし 乳がん

乳がん
の疑い

線維腺腫
受診者数異常なし

要精検
者 数

要精検率

11 1 119 2792 659 133 16.8

精 検 結 果
精検未受診

異常なし 胃 が ん 他 病
受診者数 異常なし 要精検者数 要精検率

20歳以上で和暦の奇数年生まれの女性を対象に、４月から翌年２月末までの11か月間、委託
医療機関において実施した。

受診者数 異常なし 要精検者数 要精検率
精 検 結 果 精検未

受 診異常なし 子宮がん 異形成 他 病

1,287 1,284 3 0.2 0 0 1 0 2

頚がん検診を受診した方で、ハイリスク者及び医師が必要と認める方を対象に実施した。

受診者数 異常なし
判定
不能

要精検
者 数

要精検
率

精 検 結 果 精検未
受 診異常なし 子宮体がん 他 病 不 明

274 268 5 1 0.4 1 0

1,098人 1,064人 34人 3.1%

0 0 0

18人 0人 1人

医師による視触診とマンモグラフィ撮影（乳房専用レントゲン撮影）により、40歳以上の和暦で奇数

年生まれの女性を対象に、保健センターにおいて9日間実施した。

また、保健師により「自己触診法」の健康教育を同時に実施した。

0人 9人 6人

0人

結果不明

精
検
未
受
診
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(7) 大腸がん検診

ア 集団方式

人 人 人 ％ 人 人 人 人 人

イ 個別方式

人 人 人 ％ 人 人 人 人 人

(8) 前立腺がん検診

ア 集団方式

人 人 人 ％ 人 人 人 人 人

イ 個別方式

人 人 人 ％ 人 人 人 人 人

２ 健康教育

(1) ゆっくり確実ダイエット教室 ～向日市ヘルスアップ（ＭＨＵ）大作戦～

回 人 人

(2) ヘルシークッキング講座

回 人

実施回数 参加者数

2 46

実施回数 延べ参加者数 実 人 員

集 団 学 習 7 149 25

脳卒中や心筋梗塞などを引き起こす肥満、高血圧症、高脂血症、糖尿病の方を対象に、生活習慣病予

防を目的として健康教育を実施した。自分自身の体や生活を振り返り、よりよい生活を選び取れるよう

な学習や支援等を行った。

1,709 1,597 12 14 人

受診者数 異常なし 要精検者数 要精検率

198 195 3 1.5

295 283 12 4.1

受診者数

207

便潜血陰性
要精検者数

便潜血陽性

2,5672,774

40歳以上の市民を対象に実施した。

検診内容は、問診及び便潜血検査（免疫便潜血二日法）で、保健センターにて10日間及び乙訓大腸が

ん検診委託医療機関にて９月１日～10月31日の期間実施した。

受診者数 便潜血陰性
大腸がん異常なし

要精検率
要精検者数

便潜血陽性

2

精検未受診
不 明他 病

0

精 検 結 果

89

3 1 6

39

異常なし 大腸がん 他 病

精 検 結 果

他 不明

112 6.6

他 不明

精 検 結 果

00 2

要精検率
異常なし

精検未受診

67

不 明

7.5

要精検率

01

0

がん 肥大

12

55歳以上の男性を対象に、保健センターで10日間、乙訓前立腺がん検診委託医療機関で、９月～２月

の６か月間、ＰＳＡ値測定（前立腺特異抗原検査）を実施した。

受診者数 異常なし 要精検者数

不明

2人

異常なし がん 肥大

精 検 結 果

33 2 1

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の予防･改善を目的とした栄養講座を実施した。また、

調理実習も行った。

精 検
未受診

精 検
未受診

0 人

48
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(3) 健康づくり出前講座

団体 回 人

(4) 歯のひろば （再掲）

市民を対象に、京都府歯科医師会乙訓支部との共催で実施した。

ア 内 容

イ 実 施 日 ６月２日（日）

ウ 来所者数 人 （うち、大人コーナーへの来所者は、38人）

３ 健康相談

各種健（検）診などあらゆる機会を捉えて、血圧測定、食事指導・生活指導等の健康相談を実施した。

回 人

４ 訪問指導

(1) 訪問保健指導

保健師、看護師による訪問指導を実施した。 （単位：人）

(2) 訪問栄養指導

管理栄養士による訪問指導を実施した。

人

人

(1) 健康ウォークデーの推進

その他の健康づくり

「向日市健康プラン」に基づき、市民の主体的な健康づくりを支援するチャレンジウォークを開催し

た。

健康づくりのための歩く運動を推奨するため、平成10年４月から毎月23日を健康ウォークデーとし、

健康ウォークデーの制定趣旨を広めている。

５

要 指 導 者

実 人 員 3

延べ人員 3

112

延べ人員 123 8 1 0 0 132

計

実 人 員 109 2 1 0 0

要指導者等
閉 じ こ も
り 予 防

介護家族者 認知症者

22 55 636

その他

延べ参加者数延べ実施回数実施団体数

おおむね10人以上の向日市民で構成する団体やグループに保健師や栄養士が出向いて、健康づくり講

座を実施した。内容は、「生活習慣病予防」「若さを保とう、高齢期」「がん予防を考える」「たばこ

の害について」の４つのテーマから選択してもらい、各団体の希望に添って行った。

114 4,908

歯科健診、歯科医師との個人相談、歯科衛生士によるブラッシング指導、体験コー

ナー（口臭チェック・咬合力テスト）、健康教育（パネル）を実施した。

212

参 加 者 数実 施 回 数
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(2) チャレンジウォーク

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

介護予防を目的として、健康教育を行なった。

(1) はつらつ若返り教室

回 人

１ 乳幼児健康診査

回 人 人 人 人 0

0

0

0

0

0

3 105

実施回数 参加者延べ人数

老化予防、特に骨・筋肉の低下を防止し、いつまでも元気に生活するにはどうしたらよいか(寝たき

り予防・閉じこもり予防)について考える。

② 介護予防事業費（健康推進課）

新規登録者

市民の自主的な健康づくりを応援するため、平成15年度から開始している。いつでも、誰でも気軽に

始められるウォーキングが継続的に取り組めるよう「ウォーキングパスポート」を配布した。

平成19年

新規認定者

平成17年度 平成16年度 累 計平成18年度

67

52

90

120

333

24

76

30

100

14

異 常 な し
要精検
要注意

未実施

23 583 582

４衛生費 １保健衛生費 ４母子保健費

① 母子保健事業費（子育て支援課）

乳児前期健康診査、乳児後期健康診査、１歳６か月児健康診査、３歳児健康診査を実施した。

健診内容は、内科・歯科健診（１歳６か月児・３歳児）による疾病のチェック並びに発達観察、保健、

栄養、歯科指導等であった。

３歳児健康診査では、視力検査、尿検査も実施している。

実施回数 対象児数 受診児数

健 康 診 査 結 果

348 234 人

乳児後期健康診査 12 586 560 356 204

乳児前期健康診査

１歳６か月児
健 康 診 査

一 般 12 575 549 355 194

歯 科 12 575 548 407 141

３歳児健康診査

一 般 12 572

視 覚 12 572

聴 覚 12 572

496 296 200

歯 科 12 572 495 348 147

496 444 42 10

496 478 11 7
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２ ３歳児健康診査精密検査

３歳児健康診査の結果、要精密となった児について25医療機関と契約し、精密検査を実施した。

（率）

人 人 人 人 人

３ 妊婦健康診査

延べ 人 人 人 人 人

４ 健康教育

(1) マタニティスクール

妊婦（配偶者も含む。）を対象に、保健師・助産師・看護師・栄養士による教室を実施した。

人 人 ％

うち初妊婦 うち初妊婦 うち初妊婦 ％

実人数 うち 夫

うち初妊婦

※ 第２回目をマタニティクッキングとし、向日市食生活改善推進員協議会と共催で実施した。

受診者
受 診 結 果

異常なし 経過観察 要 治 療

耳 鼻 科 4(0.8%) 0 0 0 0

項 目
精密検査対象者

眼 科 32(6.5%) 21 6 14 1

検 尿 17(3.4%) 10 5 5 0

6 0

平成９年度から母子保健法の改正により、市が実施主体となり、京都府下産婦人科医療機関等に委託し

実施した。

健診内容は、一般健康診査（２回）、梅毒血清反応検査（１回）、ＨＢs抗原検査（１回）及び出産予

定日に35歳以上の妊婦は超音波検査（１回）となっている。

その他の所見 8(1.6%) 6 0

受診者数

健 診 結 果

指導は必要なし 要 指 導
要 治 療・
要精密検査

不 明

一 般 健 康 診 査 1,072 677 171 224 0

梅毒血清反応検査 503
－ ＋ 不明

501 1 1

ＨＢｓ抗原検査 493
－ ＋ 不明

489 3 1

超 音 波 検 査 124
異常なし 異常あり 不明

123 1 0

実 施 回 数 延 べ 対 象 者 数 延 べ 受 講 者 数 受 講 率

20回
（全４回 5クール）

2,152 448 22.2

980 298 30.4

538 6

245
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(2) 離乳教室

離乳食の必要性や実際の与え方進め方などについて、講話や試食を実施した。

回 人 人 ％

(3) たんぽぽくらぶ

5 回 人 人 人 人 人

5 回

(4) 歯の健康教室

○２歳６か月児歯の健康教室

回 人 人 ％ 人

○歯科健診結果

人 ％ 本

(5) １歳児教室

回 人 人 ％

(6) １歳９か月児経過教室

主に１歳９か月児健康診査で精神発達面の援助を必要とする児を対象に、フォロー教室として実施した。

回 人 人 ％

受 講 率

13 生後４～５か月児の保護者 633 339 53.6

実 施 回 数 対 象 対象 者数 受講者数

1 67

発達情緒面に援助を必要とする児を対象に、児童心理の専門家・保健師・看護師・子育てセンター保

育士でグループ指導を実施した。

回数 来所児数 同伴兄弟 保護者数

結 果 （ 実 数 ）

ポニーの学校へ紹介
発達相談・ことばの
相 談 等 で 継 続

4 11

後 期 89 7 85 2 11

前 期 71

２歳６か月児とその保護者を対象に、乳歯のむし歯予防のみならず、健全な歯と歯肉の育成のため

に、歯科健診、ブラッシング指導に加えて栄養士による食生活指導を実施した。

実施回数 対象児数 来所児数 来 所 率 １回平均来所児数

88.6

む し 歯 保 有 者 む し 歯 保 有 率 総 む し 歯 本 数

5 574 443 77.2

31 7.0 76

乳児後期健診で、運動発達・精神発達の援助を必要とする児を対象に、保健師・子育てセンターの保

育士でグループ指導を平成19年度から実施した。

実 施 回 数 対 象 者 数 来 所 児 数 参 加 率

10 116 70 60.3

実 施 回 数 対 象 者 数 来 所 児 数 参 加 率

10 93 67 72.0
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(7) 心のリフレッシュ講座

回 人 人

（ＯＢ会）

５ 健康相談

(1) 健康相談・栄養相談

回 人 人 人 人

(2) 発達相談・ことばの相談

回 人 人 人 人 人 人 人 人 人

６ 家庭訪問

保健師による乳幼児等の訪問指導を実施した。

○訪問者数

68人

※２歳６か月児アンケート

○里帰り訪問を母子保健法の改正により平成９年度から実施 23人（再掲）

子育てに悩みや不安を抱えたり、ストレスをため込んでいる子育て中の母親を対象に、心のリフレッ

シュを図り、子育てを支援する講座を実施した。

実 施 回 数 来 所 者 数 子 ど も 数

5 51 40

11 194 120

実 施 回 数
来 所 児 数 １ 回 平 均

来 所 児 数乳 児 幼 児 計

45.8

発達相談は昭和43年から、ことばの相談は昭和51年から開設し、家庭訪問・健診・相談等から発見さ

れた児の事後指導として実施した。

相談結果 他機関への紹介

20 474 441 915

相

談

回

数

来

所

児

数
（

実

人

数
）

来

所

児

数
（

延

人

数
）

継

続

助

言

に

よ

り

改

善

打
切
（

転
出
含
む
。
）

就

学

ポ

ニ

ー

の

学

校

へ

こ

と

ば

・

き

こ

え

教

室

へ

医

療

機

関

へ

発 達 相 談 88 106 138 75 3 7 21 9 6 4

こ と ば の 相 談 10 16 18 11 3 1 1 0 0 0

妊 婦 産 婦 新生児 乳 児 心身障害児 電話訪問※ その他 合計

0人 520人 20人 525人 10人 99人 1,242人
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７ その他

(1) 母子栄養強化事業

人 本

(2) ２歳６か月児アンケート

○

人 ％ 人 人 人 人 人 人

○

人 人 人 人 人

(3) 歯のひろば

市民を対象に、京都府歯科医師会乙訓支部との共催で実施した。

ア 内 容

イ 実 施 日 ６月２日（土）

ウ 来所者数 人

(4) 乙訓ポニーの学校通園児数

市民税・所得税非課税世帯及び生活保護世帯の妊産婦・乳児のうち希望者に対し、業者委託により牛

乳の無料配布を行った。

支 給 者 数 支 給 本 数

妊 産 婦 1 49

乳 児 0 0

計 1 49

２歳６か月児歯の健康教室の案内通知時に、児の発達・育児に関するアンケートを同封した。

アンケートは、教室への来所時に持参してもらい回収した。アンケートの結果、要フォロー者には、

地区担当保健師が電話等で育児相談や精密検査の受診勧奨などを行った。

通 知 数
アンケート
回 収 率

結 果

異常なし

要 フ ォ ロ ー

電話相談 経過観察 要 精 検 連絡とれず
その他乳
児訪問等

574 77.2 375 28 15 11 11 3

１歳６か月健診及び経過健診未受診児及びアンケートでのフォローが必要な児のうち、２歳６か月

児歯の教室に未来所の児を対象にアンケートを郵送した。

対 象 者 異常なし 発達相談・ことばの相談 経過 観察 連絡不可

9

歯科健診、ブラッシング指導、歯科相談、健康教育（パネル）、体験コーナー

（口臭チェック・咬合力テスト）を実施した。

212

家庭訪問、健康診査、発達相談、ことばの相談等で発見された発達の様々な面で遅れやつまずきが心

配される子どもの通園状況は次のとおりである。

28 15 2 2

新規通園児数 小 計 継続通園児数 小 計 合 計 合計

４月
週１回 4 人

4 人
週１回 19 人

20 人
週１回

月１回

23 人
24 人

1月１回 0 月１回 1

７月
週１回 2

月１回 1
3 人

週１回 24

月１回 0
24 人

週１回

月１回

26
27 人

1

10月
週１回 0

月１回 2
2 人

週１回 27

月１回 0
27 人

週１回

月１回

27
29 人

2

１月
週１回 0

月１回 0
0 人

週１回 27

月１回 2
29 人

週１回

月１回

27
29 人

2
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(5) 母子健康手帳交付

母子保健法の改正により、平成４年４月から母子健康手帳を市民課で交付した。

交付件数 件

８ 不妊治療助成事業

助成者数 人

市民温水プール利用状況 (平成20年３月31日現在）

１ 利用者数

(1) 1.5時間までの利用者数 人 （月平均 人）

(2) 1.5時間以上の利用者数 人 （月平均 人）

(3) 無料券及びピロティ利用者数 人 （月平均 人）

(4) 水中ウォーキング（8月は休講） 人 （月平均 人）

(5) スイミングスクール延べ利用者数(8月は休講) 人 （月平均 人）

(6) 市民温水プール利用者数合計 人

２ 営業日数 日

健康増進センター利用状況 (平成20年３月31日現在）

１ 登録者数

(1) 定期利用会員数（月平均） 人

内訳 市内 人 （ ％）

市外 人 （ ％）

(2) 都度利用登録者数（月平均） 人

内訳 市内 人 （ ％）

市外 人 （ ％）

(3) 登録者数計（月平均） 人

内訳 市内 人 （ ％）

市外 人 （ ％）

① 健康増進施設管理運営費（健康推進課）

４衛生費 １保健衛生費 ５健康増進施設費

③ 健康増進センター管理費（健康推進課）

1,007

458 45.5

6,197

2,089 33.7

549 54.5

5,190

1,631 31.4

② 市民温水プール管理費（健康推進課）

79,476 6,623

4,108 66.3

3,559 68.6

567

平成15年10月１日から実施。不妊治療助成事業実施要綱に基づき、不妊治療の経済的負担の軽減を図っ

た。

101

121,411

329

227 21

30,132

市民の主体的な健康づくりと介護予防を推進するため、平成15年5月に向日市健康増進センターを開

設した。

平成18年度から、指定管理者制度を導入し、向日市健康増進センターと向日市民温水プールを一体

的に管理していくこととなった。

2,739

8,962 747

2,614 218

－193－



２ 利用者数

(1) 定期利用会員 人

(2) 都度利用 人

(3) 健康増進センター利用者数合計 人

３ 営業日数 日

市民の理解と協力のもとに、暮らしの周辺の環境美化対策を推進し、清潔で美しい街づくりに努めた。

１ 環境基本計画の推進

環境基本計画改定検討委員会を設置し、環境基本計画策定の進捗状況や社会情勢の変化などを

踏まえて一部内容を改定した。

：

：

「ノーレジ袋・マイバッグ運動デー」

・市民のごみの減量や省資源・省エネルギーに対する意識を高めるため、５月30日に創設した。

・毎月10･20･30日を「ノーレジ袋・マイバッグ運動デー」とし、30日には街頭啓発を実施。

向日市エコ地域推進委員会議

・向日市環境基本計画に基づき、環境保全活動を計画的かつ持続的に推進するために設置した。

・エコ地域推進委員会議と行政が協働で環境フォーラムを実施した。

：５月21日（月）

向日市環境基本計画庁内推進会議

環境保全施策への全庁的な取組の推進や、進捗管理について検討した。

：８月23日（水）

２ 狂犬病予防対策

狂犬病予防法に基づき、犬の登録及び狂犬病予防注射を実施した。

(1) 狂犬病予防集合注射期間 平成19年４月11日（水）～13日（金） 325頭（集合注射実施頭数）

(2) 予防注射頭数（平成19年度） 1,595頭

３ 糞害対策

マナーの向上を呼びかける看板の設置、配布等を行った。

４ 空き地雑草除去対策

空き地の管理についての指導及び暮らしの周辺を取りまく環境美化対策の啓発等を積極的に推進した。

指導件数 ７件

336

117,394

7,392

(1) 環境基本計画改定

４衛生費 １保健衛生費 ６環境衛生費

① 環境政策事業費（環境政策課）

本市の総合的な環境施策の方向性等を示す「向日市環境基本計画」（平成14年３月制定、目標年次；平

成23年）に基づき、環境保全施策を推進した。

124,786

委員 一般市民・各種団体より公募 １４名

開催 ４回

(2)

（3）

開催日

（4）

開催日
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５ 不法投棄対策

不法投棄対策として、次の対策を実施

・職員による日々の巡回パトロール及び定期的な夜間パトロールを実施した。

６ ごみの減量と再資源化の推進

ごみの減量と資源の再利用を促進するため、次の事業を実施した。

(1) リサイクル「ひまわり市」の開催

家庭から出る不用品、眠る不用品の再使用を図るため、フリーマーケットを開催した。

開 催 日 ６月３日（日）、12月８日（土）

開催場所 京都向日町競輪場

出 店 数 70店（６月３日）

100店（12月８日）

(2) 生ごみ堆肥化容器購入費補助

件 件 件 件 件

円 円 円 円 円

※ 平成16年度から、電源を必要とする容器については、補助金の限度額を4,000円から10,000円に変更

(3) 紙パックリサイクル事業

紙パックリサイクル活動を支援するとともに、リサイクル意識の高揚に努めた。

紙パック回収量 2,000ｋｇ

７ 環境汚染の状況

(1) 公害苦情件数・推移 （単位：件）

20 20

ごみの減量と有効利用を図るため、生ごみ堆肥化容器を購入し、設置する者に対して、購入費の一部

を補助した。

年 度
15 16 17 18 19

28 22

補助金交付総額 16,000 189,000 191,100 163,600 144,300

補 助 金 交 付 数 5

19
種 別

年 度
15 16

6

17 18

14 5

水 質 汚 濁 3 4 2 3 3

大 気 汚 染 7 4

騒 音 5 0 5

3 4

振 動 0 0 0

0 1

0 0

0 1

悪 臭 2

そ の 他 1 0 0

1 8

20 14計 18 9 21
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(2) 光化学反応（光化学スモッグ）による大気汚染対策

注意報発令時緊急体制期間 平成19年５月１日（火）～９月30日（日）

注意報発令件数（乙訓地域） ５件 平成19年５月23日（水）

平成19年６月20日（水）

平成19年６月28日（木）

平成19年７月28日（土）

平成19年８月27日（月）

８ 関係法令及び府条例に基づく特定施設等届出状況

(1) 騒音関係 （単位：件）

騒音規制法に基づく特定作業実施届出数

騒音規制法に基づく特定施設設置事業所数

騒音規制法に基づく特定施設数

京都府環境を守り育てる条例に基づく特定施設設置事業所数

京都府環境を守り育てる条例に基づく特定施設数

(2) 振動関係 （単位：件）

振動規制法に基づく特定作業実施届出数

振動規制法に基づく特定施設設置事業所数

振動規制法に基づく特定施設数

京都府環境を守り育てる条例に基づく特定施設設置事業所数

京都府環境を守り育てる条例に基づく特定施設数

９ 調査・測定実施状況

(1) 騒音・振動関係

ア 深夜営業騒音（カラオケ騒音）調査

平成19年６月15日（金） 午後10時～午前０時30分

調査実施店舗 42店

イ 環境騒音実態調査（24時間測定）

(ｱ) 道路に面する地域

平成19年11月６日（火）～７日（水） ２地点

(ｲ) 一般地域

平成20年３月３日（月）～４日（火） １地点

平成20年３月５日（水）～６日（木） ２地点

平成20年３月12日（水）～13日（木） ２地点

平成20年３月24日（月）～25日（火） １地点

種 別 届出数

24

45

326

48

290

種 別 届出数

7

41

261

18

67

－196－



(2) 大気汚染関係

ア 市内主要箇所における一酸化炭素、一酸化窒素、二酸化窒素濃度調査

(ｱ) 住宅地域②・商業地域・幹線道路沿線

平成19年６月６日（水） 午後０時～午後８時

(ｲ) 住宅地域②・商業地域・幹線道路沿線

平成19年６月７日（木） 午後０時～午後８時

イ 市内２箇所において特定粉じん（アスベスト）の濃度調査

・工業地域 ・準工業地域 平成19年９月６日（木） 午前９時～午後１時

(3) 水質汚濁関係

ア 公共水域調査（河川、用水路）４河川／５地点

第１回 平成19年６月13日（水）

第２回 平成19年９月12日（水）

第３回 平成19年12月12日（水）

第４回 平成20年３月25日（火）

10 環境保全啓発事業

・環境月間 平成19年６月１日（金）～30日（土）

・環境月間事業 環境保全街頭啓発、公共施設内周辺清掃、クリーンプラザおとくに見学会

河川水質調査、大気汚染調査、カラオケ騒音調査、本のリサイクルデー

・向日市まつりにおいて、地球温暖化防止コーナー設置（11月17日・18日：向日町競輪場内）

乙訓環境衛生組合の運営経費について、応分の負担をした。

１ 可燃物等収集量

(1) 一般家庭ごみ （単位：ｔ） (2) 事業系ごみ （単位：ｔ）

※ 有料ごみ処理件数 3,288件

手数料総額 7,057,700円

合 計 12,624.7 合 計 3,955.7

粗 大 ご み 144.0 粗 大 ご み 213.8

不 燃 物 37.7 不 燃 物 0.0

分 別 収 集 1,070.6 分 別 収 集 1.0

可 燃 物 11,372.4 可 燃 物 3,740.9

本市においては、市民１人当たり年間230ｋｇのごみが、一般家庭から排出されている。

これらのごみの収集は、可燃物を週２回、資源物（分別収集）月２回実施し、市民の協力のもと環境美化

に努めた。 （収集量：乙訓環境衛生組合統計による。）

種 別 収 集 量 種 別 収 集 量

４衛生費 ２清掃費 １清掃総務費

② 乙訓環境衛生組合費（環境政策課）

４衛生費 ２清掃費 ２塵芥処理費

① 塵芥収集費（環境政策課）

４地点

４地点
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２ 分別収集量（内訳）

３ 分別収集適正排出指導の徹底

１ し尿くみとり

市民生活の衛生及び環境保全を図るため、委託業者により、し尿収集を行った。

くみとり戸数 人頭制 戸

計量制 事業所等 か所

くみとり量 kℓ ※乙訓環境衛生組合統計による。

２ 浄化槽

設置数 基

浄化槽汚泥収集量 kℓ ※乙訓環境衛生組合統計による。

614

601

431

４衛生費 ２清掃費 ３し尿処理費

① し尿収集費（環境政策課）

208

62 291

合 計 1,070.6 100.0

分別収集を円滑に、より効率的に行うため、収集日等が守られていないステーションの定期的な巡回パ

トロール、立看板の設置等により、分別排出マナーの向上に努めた。

廃 乾 電 池 9.5 0.9

蛍 光 灯 8.0 0.7

ペ ッ ト ボ ト ル 81.5 7.6

その他プラスチィック 175.1 16.4

空 ビ ン 355.9 33.2

そ の 他 不 燃 286.5 26.8

分 類 収 集 量（ｔ） 率 ( ％ )

空 カ ン 154.1 14.4
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